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非
常
時
の
情
報
発
信
は
、
刻
一

刻
と
変
化
す
る
被
害
の
状
況
や
避

難
に
関
す
る
情
報
が
中
心
に
な
る
。

　

避
難
が
必
要
な
災
害
の
恐
れ
が

あ
る
と
き
は
、
自
ら
情
報
を
収
集

し
て
状
況
を
判
断
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。Ｆ
Ｍ
あ
す
も
、
車
両
に
よ

る
広
報
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
が
助
け
に

な
る
。
ま
た
、
独
居
老
人
や
要
介
護

者
な
ど
の
要
配
慮
者
に
対
し
て
は
、

地
元
消
防
団
が
戸
別
訪
問
と
直
接

電
話
で
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。

　

ま
た
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
被

害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
状
況

に
応
じ
て
、
市
か
ら
❶
避
難
準
備

❷
避
難
勧
告
❸
避
難
指
示（
＊
１
）

│ 

が
出
さ
れ
る
。「
こ
ん
な
こ
と

が
起
き
る
は
ず
が
な
い
」「
い
つ
も

ど
お
り
生
活
が
続
く
」
と
い
う
先

入
観
は
、
避
難
を
遅
ら
せ
、
被
害

を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

人
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
出
来
事
に
直
面
す
る
と
、

大
多
数
の
行
動
に
流
さ
れ
、
正
し

い
判
断
が
出
来
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
れ
ら
は
、
冷
静
で
あ
ろ

う
と
す
る
あ
ま
り
、
脳
が
さ
せ
る

誤
っ
た
判
断
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
注
意
し
た
い
。

　東山町第4行政区 (三
みつ

室
むろ

)では自主防災
組織を編成しています。砂鉄川の洪水対
策や火災防止が目的です。日常は注意喚
起。非常時は、自主的な警戒本部を設置
し、危険箇所の調査と確認、初期対応を

行い、消防には現場の正確な状況を通報
しています。ときには、防災行政無線の放
送よりも先に、大声を出して周囲に異常を

知らせることもあります。
　消防も水防も、現代は機械や大型車両
を中心とした大規模な対応が主流です。
しかし、バケツ1つ、スコップ1本の対応
が、未然に被害を食い止めることもありま

す。災害の予感がしたら、自発的に対応す

るという意識を持ちましょう。

　東山町は、何度も浸水被害を受けてきた

地域。2002年7月の台風被害は、床上浸水
743戸、床下浸水222戸、浸水面積は529

ヘクタールと甚大でした。治水対策と堤防
構築が05年に終了。被害はゼロになると

言われていました。しかし、13年7月の集
中豪雨で、土砂崩れや浸水被害が起きまし

た。自然災害はゼロにできないのです。
　大切なのは、毎日の暮らしの中に防災
意識を持つこと。例えば、堤防はモグラや

ネズミの小さな巣穴が原因で決壊するこ

とがあります。毎日、堤防を散歩している

人たちが、その巣穴を踏み固めれば、堤
防は、より強固になるでしょう。防災とは、
小さな意識の積み上げなのです。

予感がしたら自発的に対応する
毎日の暮らしの中に防災意識を

自主
防災組織に

聞く

　

ま
た
、一
刻
を
争
う
緊
急
時
は
、

誰
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
を
調

べ
る
時
間
な
ど
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら

隣
近
所
で
互
い
の
家
や
家
族
の
こ

と
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
。
近
年
は
、高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
み
、
世
代
間
や
地
域
の
連
帯

感
は
薄
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。一
方
で
、
市
内
に
は
急
傾
斜
地

な
ど
、１
４
０
０
も
の
危
険
箇
所
が

あ
り
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の
可
能

性
を
持
つ
。
こ
れ
ら
を
一
人
で
全
て

把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　

ま
ず
は
家
庭
、
次
に
隣
近
所
、

そ
し
て
地
域
へ
と
、
互
い
に
情
報

を
共
有
し
合
え
る
関
係
性
を
築
く

必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
当
た

り
前
だ
っ
た「
お
互
い
さ
ま
」
と

い
う
意
識
を
取
り
戻
す
こ
と
。
こ

れ
こ
そ
が
、
減
災
の
実
現
に
必
要

な
こ
と
な
の
だ
。

　

自
主
防
災
組
織
は
地
域
住
民
に

よ
る
任
意
の
防
災
組
織
。
主
に
自

治
会
が
母
体
と
な
り
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動

を
進
め
て
い
る
。

　

市
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
９
１
・
５
７
パ
ー
セ
ン
ト
。
大

半
の
地
域
で
組
織
化
が
行
わ
れ
て

い
る
。「
避
難
訓
練
」「
消
火
訓
練
」

「
炊
き
出
し
訓
練
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
か
ら

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
を
記
し
た
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
世
代

間
の
距
離
を
縮
め
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
再

生
さ
せ
て
い
る
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
で
、避
難
所

生
活
を
裏
で
支
え
た
の
は
、
自
主
防

災
組
織
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

被
災
者
同
士
の「
共
助
」
だ
。共
助
と

は
、
共
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
こ

と
。
災
害
が
長
期
化
す
る
と
、一
過

性
の
備
え
だ
け
で
は
太
刀
打
ち
で
き

な
い
。
大
災
害
は
、
お
互
い
が
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

情
報
を
共
有
す
る
関
係
に

　

避
難
情
報
は
命
の
と
り
で

避難の情報を、
５つの手段で伝える3

減災のまちを、
共助の心で実現する4

避難情報を伝達する
5つの情報源

非常時の情報はスピードが命。

5 つの情報源から、必要な情報

を自ら得ることが大切だ

（＊ 1）…　❶避難準備…テレビ、ラジオ、市の広報車などの連絡に注意する❷避難勧告…互いに声を掛け合い、指定
された避難場所へ速やかに避難する❸避難指示…指定された避難場所へ直ちに避難する7 I-Style

市内各地で行われている自主防災組織の訓練

　1.  FMあすも自動起動

　大規模な災害によって、市民
に危険が及ぶ恐れがあるときは、
通常放送を強制的に中断し、専
用ラジオを自
動起動させて
避難情報など
を発信する。

　5.  戸別訪問と直接電話

　地元消防団員などが、屋外広
報マストの放送が届かない地域
を対象に、戸別
に訪問したり、
直接電話した
りして情報を
提供する。

　3. 緊急速報メール

　消防本部からの「災害・避難
情報」や、気象庁が配信する「緊
急地震速報」「特別警報」をブ
ロードキャ
スト（同報）
配 信す る
サービス。

　2.  L アラート

　避難情報などの災害情報をテ
レビ、ラジオ、インターネット、ス
マートフォン（要登録）で発信。テ
レビ画面に
は情報がテ
ロップ表示
される。

　4.  車両による広報

　屋外広報マストの音声放送
が届かない地域を対象として、
人命に関わる災害が発生した
場合、広報車
を使って、重
点的に広報
活動を行う。

特集 減
G E N
災
S A I

特集 減
G E N
災
S A I

災害の発生を地域ぐるみで想定すれ

ば、被害は必ず低減できる

非常はいつも突然訪れる。自分の身を

最優先で守る「自助」を優先しよう

　要配慮者の戸別訪問や直接電話
は、地元の消防団員が行います。顔
や声で、お互いを確認できることが

強みです。市内には約2700人の消
防団員がいます。いち早く異変を

察知して判断材料を伝えます。

三浦 次男 さん 一関市消防団
一関地域副本部長

地元を知る消防団が要配慮者を救う

　

消
防
団
の
力
に
つ
い
て
聞
く

　両親が消防団に所属していたの

で、違和感なく消防団に入りまし

た。災害時に互いの家族を守るた

めにも、地域ぐるみで、防災意識を

共有したいです。まずは、あいさつ

や世間話から始めたいと思います。

千葉 久美子 さん 一関市消防団
一関地域本部員

地域ぐるみで情報を共有できるように

　

地
域
の
防
災
に
つ
い
て
聞
く

東山地域自主防災組織
連絡協議会会長

佐藤育郎さん


